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Ⅰ. 2006年度第１四半期業績サマリー
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第1四半期　業績サマリー（1）

（億
円）
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第1四半期　業績サマリー（2）

受注高　⇒対前年同期とほぼ横ばい  　（ 5,306億円 → 5,351億円 ）

・受注状況は、セグメント別には増減はあるものの、内外ともに総じて設備投資意欲は

　　　　活発であり、前年度に引き続き堅調に推移している。

売上高　⇒対前年同期 +494億円増加　（ 5,360億円 → 5,855億円 ）

・原動機セグメント等で売上高は順調に伸びており、全体では前年同期を+494億円

　　　　上回る5,855億円となった。

純利益  ⇒対前年同期 　+48億円増加  （　　 43億円 → 　 92億円 ）

・利益面では、営業利益は172億円、経常利益は133億円となり、前年同期をそれぞれ

　　　　+129億円、+75億円上回った。

・売上規模の拡大に加え、為替レートの水準やコスト低減効果等も損益の改善に

　貢献した。

･特別利益として、投資有価証券売却益を18億円計上した結果、純利益は92億円とな
り、

　　　　前年同期を+48億円上回った。
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税引前利益増減要因

対前年同期　+94億円増加 （　57億円→152億円）

売上増減

（含む構成変動差）

による影響

為替差損益

為替影響

営業利益

の変動要因

営業外

損益

　　　　　　’05-1Q　　　   ’06-1Q

USドル　@107.7円　→  @112.8円

ユーロ   @137.9円　→  @140.8円

特別損益

増減

（+129） （△53） （+18）

特別

損益

コスト低減他

損益改善

’05-1Q

+18

+56

+22

△14

+51

 57

152

’06-1Q

△25
その他
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決算実績 セグメント別
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(億円・各期の数値は累計)

〈船舶・海洋〉

受叽

注

売叽

上

営
業
利
益

 受注 ：

  ・自動車運搬船2隻を受注。
   ・海運市況の好調持続により、新造船需要は高水準を維持しており、

　　当社が得意とするLNG船、コンテナ船、フェリーなどを中心に

　　受注活動を展開中。

 売上/損益 ：
　・LNG船、コンテナ船、自動車運搬船各1隻、巡視船2隻の

　　合計5隻を引き渡した。

　・当期の営業利益はプラスになったが、引き続き、厳しい船価の

　　時期に受注した案件の売上が中心であり、鋼材等、資材費上昇

　　の影響も受けるため損益の水準は低い。

　【受注隻数 】
　　　’05-1Q   :   4隻 ( ’05年度 : 19 隻)
　　　’06-1Q   :   2隻

　　　　　　　　【　契約残隻数 ：　56隻　(内､LNG船11隻)　】

【引渡隻数 】
　　’05-1Q  :   2隻 ( ’05年度 : 20隻)
　　’06-1Q  :   5隻

’05年度

1Ｑ 年間3Ｑ中間

’06年
度

1Ｑ 見通し
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’05年度

1Ｑ 年間3Ｑ中間

’06年
度

1Ｑ 見通し

’05年度

1Ｑ 年間3Ｑ中間

’06年
度

1Ｑ 見通し
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〈原動機〉

受叽

注

売叽

上

営
業
利
益

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q

 受注　：

　・海外向けガスタービンコンバインドサイクル発電設備の受注が

　　堅調であることに加え、米国を中心として風力発電設備の受注も

　　好調であった。

【ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ契約残台数 （単独）】
     ’05-1Q末  :  1Q : 70台　(’05年度末 ： 75台）
     ’06-1Q末  :  1Q : 78台

売上/損益　：

 ・’03年度以降の好調な受注状況を反映して売上高は高水準を

　　維持している。

 ・売上が増加したこと等により前年同期を上回る利益水準となった。

1Ｑ

’06年
度

(億円・各期の数値は累計)
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見通し

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

見通し

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

見通し

!!"#$%&'()*+

,!!- . /0### /0###
1!!2 . 304## 304##
5'67. 4## 4##
!

89)*+ :9)*+



!"#$%&

'()$&

)("%#

%("%#
)(#&&

!"#$$

%"&'(

&"($%

$"&)*

)&(

("*##

〈機械・鉄構〉

受叽

注

売叽

上

営
業
利
益

 受注 ：

　 ・前年同期比では減少しているものの、交通システム、プラント、
　　　風力機械などを中心に積極的な受注活動を展開している。

売上/損益 ：

　・売上は、製鉄機械等で増加しているが、前年同期の売上規模が

　　大きかった交通システム、廃棄物処理装置等で減少した。

　・損益は、売上規模の減少等のマイナス要因があったものの、

　　前年同期から赤字幅は縮小した。
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見通し

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

見通し
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〈航空・宇宙〉

受叽

注

売叽

上

営
業
利
益

 受注 :

　・防衛関連はほぼ横ばい、民間航空機の需要は堅調。

売上/損益 ：

   ・B777を中心とする民間航空機の引渡機数増加等に伴い
　　 売上高は前年同期をやや上回った。

　 ・例年同様、第1四半期は売上規模が小さいことから営業利益

　　の水準は低い。

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

　【B777　引渡機数】
　　　’05-1Q  :  12機 ( ’05年度計　49機）
　　　’06-1Q  :  15機

(億円・各期の数値は累計)
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見通し

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

見通し

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

見通し
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　　売上/損益 ：対前年同期+148億円/+36億円の増収増益
　　　　 ・汎特　ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、中小型ｴﾝｼﾞﾝ、ﾀｰﾎﾞとも増収。

　　　 　・冷熱　前年同期からほぼ横ばい。

　　 　　・産機　工作機械、産業機器を中心に増収。

　　　中量産品セグメント全体の損益は、資材費上昇の影響を

　　　受けたものの、売上増加、採算改善に加え、為替の影響

　　　もあり前年同期を上回った。

(億円・各期の数値は累計)
受注 :対前年同期+193億円の増加（1,724億円→1,917億円）

     ・汎特　ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、中小型ｴﾝｼﾞﾝ、ﾀｰﾎﾞいずれも増加。

     ・冷熱　前年同期からほぼ横ばい。

     ・産機　印刷機械を中心にやや増加。
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汎特
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冷熱

汎特

〈中量産品〉

受叽

注
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上

営
業
利
益

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度
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見通し

240

冷熱

汎特

産機

8,300

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

見通し

1,917

’05年度

1Ｑ 年間中間 3Q 1Ｑ

’06年
度

見通し

1,849

167

53
産機
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                          他

〈その他〉
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見通し
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貸借対照表
（億
円）
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会社法施行等に伴い、’06年度以降、従来分けて表示

していた「資本の部」及び「少数株主持分」を合わせて

「純資産の部」として表示することとなった。

左表では’05年度末の数値を会社法施行後の表示に

置き換えている。



＜補足＞　[単独]　2006年度第１四半期業績サマリー

（億
円）
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Ⅱ. 2006年度業績見通し
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本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ
り、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控え
下さいますようお願いいたします。実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果とな
り得ることをご承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情勢、対
米ドルをはじめとする円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。
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業績見通しサマリー

◇為替は1ドル＝@\112，1ユーロ＝@\138の前提（未確定15億ドル，2億ユーロ）
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＜補足＞　[単独]　2006年度業績見通しサマリー

◇配当は年間６円（中間３円）を予定
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